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『記号と象徴』  

 大きな地震や台風など自然災害が目立ってきていますね。 

予想できないことが起こり、何の準備もできないとき、人間は本当に無力だというこ

とを思い知らされます。被害に合われた方にはお気の毒過ぎて言葉を失います。 

 

人間が生きるということの物理的な弱さ、無力さを思う半面、様々な過酷な状況や、

悲惨な事態からも生還し、生き延びてきた強さも思います。 

 

 頭脳や肉体の強さだけではなく、精神的な強さが問われるのは困難な状況にあると

きです。精神力…所謂『こころ』を支えるもののひとつに『物語』があります。私た

ちは幼い頃から物語の世界に触れ、登場人物たちの経験を擬似体験しながら、こころ

を育みます。実際には経験していないことでも物語に感情移入することで『こころ』

が経験をし、そこから人生の糧を見つけることさえあります。 

 

 私はまだ観ていないのですが、最近、よく『シン・ゴジラ』という映画のお話しを

お聴きします。もちろん、フィクションですので現実と混同するわけにはいきません

が、ご覧になった方たちのお話しからは考えさせられるところがあります。 

 私が注目するのは、お話しをしてくださる人たちが、ゴジラという怪獣を完全に「災

害」として認識されていると感じるところです。（私は本編を観ていないので観た人

から聴いたお話しの感想でしかありませんが） 

 

 もともとは、人間が核実験などを行った結果、怪獣という驚異を生み出してしまっ

たという設定から始まったのがゴジラという物語だったと記憶しています。 

 

 その後、時代の流れとともに怪獣同士の対決という物語へと展開し、ゴジラはキャ

ラクターとして人気者となり、更に世代が変わると「自然災害」として人間が社会的

に対処するべき問題へと変化してきています。深読みすれば、人々の関心事が戦争や

核実験などの問題提起と追及から、災害への対応へと意識が転じて来ているのかも知

れません。 

 

人災であっても、天災であっても、私たちは被害を受けた経験から何かを学び、来

るかもしれない危機に備えます。そうした中で『法則』を見出し、解決の『方法』を

編み出してきました。動物としてはか弱い生き物である人間が、発展しながら生き延

びることができている理由は、「自分が経験し得ないことを他者の経験から学べる」

からでもあります。文字や画像、映像、音声など様々な記録技術を使い、「体験を共

有すること」で私たちは多くの問題を解決しています。 

 

 地震、津波、台風、放射能漏れ、洪水、火災などなど、人間の暮らしを脅かす災害

はたくさんありますが、事前に対処方法を知っていたり、それが起こり得る確率や、

場所や時間などの情報があるだけで困難度はずいぶん下がります。 
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 心理学では「経験による行動の変容」を学習と定義していますが、この「経験」は

実際の経験だけではなく、誰かの経験を聞くことや、物語の世界に触れる、擬似体験

のようなものでも私たちは学習をすることができます。職場でも新人さんが、先輩た

ちの経験談を聞くことで自分が経験する前の準備になることは珍しくありませんよ

ね。 

 

 私のところにも、若いカウンセラーさんたちがお話しにいらっしゃいます。私の経

験をお話しすることで、その人たちのこれからの経験が少しでも豊かなものになれば

と祈っています。 

そんなカウンセラーさんたちとのお話の中で最近気になっていることがあります。 

 

 私たちは、人のお話をお聴きする仕事です。そして、お会いする人によってお話の

内容は十人十色、向かう問題も状況も千差万別なのですが、プロとして取り組む以上、

行き当たりばったりというわけにはいきませんので、多くの個性はデータ化されてい

き、そこから『法則』や『方法』のようなものが出来上がってきます。 

 

たとえば、『うつの人』ですとか、『発達障害の人』、『パニック発作を起こす人』な

どの分類ができてしまいます。これはその人の問題を解決するうえでは、とても大切

なラベル貼りになることは否めません。その人のお話をうかがいながら、問題を分類

整理することで、該当する対応方法をみつけ実践することは重要です。しかしながら、

安易なラベル貼りが問題の本質を見失わせてしまうこともあります。 

 

「○○病」や「□□障害」ということで何年も苦しんでこられた人が、その“ラベ

ル”を剥がして対応を替えてみるだけでみるみる状態が改善されたケースを私も何度

か経験しました。 

 私たちはたくさんの経験を共有しながら、苦心を重ねて、法則や方法を確立してい

くのですが、それらに名前のラベルがつけられた瞬間から『名前』だけが独り歩きし

てしまうことがあります。 

 

私は独り歩きしてしまう名前のことを『記号』と呼んでいます。 

記号は大変便利な人類の発明です。たとえば“うつ”という記号はその人を「励まし

てはいけない」とか、「抗うつ薬が効く」といった方法論とを瞬時に結び付けてくれ

ます。 

 

同じように“発達障害”が記号として扱われると、「人とのコミュニケーションが

取りにくい人からトレーニングが必要」とか、「手帳を取って年金などの手続きを進

めた方がよい」など対応についての新たな記号が、専門家の脳内では検索されてきま

す。それらは事実であり、間違ってはいないと思いますが、困っていらっしゃるご本

人が『本当に困っていらっしゃること』が、その記号によって見えづらくなってしま

うことがあります。 
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“パニック発作”という記号に当てはまるエピソードをお聴きしても、そこから浮

かぶ対処方法は、あくまでも可能性の一つとして一旦置いておいて、その人がそのこ

とでどのように困っていらっしゃるのか、そのことで何を訴えておられるのか、また、

それがあることでその人の周囲はどのような反応なのか、そこに至るまでの経緯は…

などなど、じっくりお聴きしていると、だんだんその人が経験しておられることが見

えて来て、たとえば職場での人間関係であったり、以前、仕事でした失敗であったり、

あるいは子どもの頃の出来事であったり、ご本人も忘れておられたような記憶が整理

されることで問題の本質が浮かび上がってくることもあります。 

このように「パニック発作」というタイトルで語られる一連の物語をお聴きすると

き、私は貼られたラベルを『記号』ではなく、『象徴』と呼んでいます。病的な症状

や、問題行動がその人が「今、生きていること」にとって、「何を象徴しているのか」

を考えます。そのことがわかってくると、病名や症状などとして貼られたラベルは、

それ以上の意味を持ち、その人が人生を生き抜くための方法を考えさせてくれます。 

 

目の前の相手から出てくることば…「ゴジラという記号が何を象徴しているのだろ

うか」と考えてみたりしていると、そのことから話題が広がり、ご本人も気づいてお

られなかった新たな一面が出てきたりして、一見関係のないところから、問題解決の

糸口がみつかるなんてこともあります。 

 

最近導入されたストレスチェックシートなども、その人を理解するための入り口、

問題に気付けるための『象徴』として扱っていただけると嬉しいのですが、ご本人か

ら問題を切り離してしまう『記号』として分類道具にされてしまうと残念です。 
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